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はじめに

食中毒は、食品、添加物、器具若しくは容器包装に起
因して生じる中毒（感染を含む）である。その病因物質
は広く、細菌、ウイルス、化学物質、植物性自然毒、動
物性自然毒及び、その他に分けられるが、これらの中で
発生件数、患者数ともに最も多いのが細菌・ウイルスに
よる食中毒である（表 1）。
厚生労働省公表の「食中毒事件一覧速報」＊1 によると、
全国の食中毒事件の届出総数は 2001 年から 2010 年の間

＊ 1　食中毒事件一覧速報（厚生労働省；2012 年 6 月 1 日現在）
　　http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/04.html

に、約 35%の減少が見られる（表 2）。この減少は、細菌
性食中毒の減少によるものであると言ってよい。しかし、
病原性の強い細菌は多く、薬剤耐性菌の出現などの問題
もあり、依然として対策における重要性は変わらない。
細菌・ウイルス性食中毒の原因となる病原体は多種・
多様である。そのため、食品衛生や保健・医療の立場か
ら食中毒に関わる方々にとっては、個別の病原体の特徴
を理解し、それらによる食中毒の動向を把握することは、
必ずしも容易でない。本資料は、食品衛生や保健・医療
の関係者に簡明な形で情報提供を行うことを目的に、各
病原体のヒトへの感染様式等、もっとも基本的な事項と
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表 1．食中毒の病因物質の種別
（食品衛生法施行規則に基づく食中毒事件票に掲げられている、又は例示されている病因物質）
細菌 サルモネラ属菌，ぶどう球菌，ボツリヌス菌，腸炎ビブリオ，腸管出血性大腸菌，その他の病原大腸菌，ウエルシュ

菌，セレウス菌，エルシニア・エンテロコリチカ，カンピロバクター・ジェジュニ／コリ，ナグビブリオ，コレラ菌，
赤痢菌，チフス菌，パラチフスＡ菌，その他の細菌（エロモナス等）

ウイルス ノロウイルス，その他のウイルス（Ａ型肝炎ウイルス等）
化学物質 メタノール，ヒスタミン，ヒ素，鉛，カドミウム，銅，アンチモン等の無機物等
植物性自然毒 麦角成分（エルゴタミン），ばれいしょ芽毒成分（ソラニン），生銀杏及び生梅の有毒成分（シアン），彼岸花毒成

分（リコリン）等
動物性自然毒 ふぐ毒（テトロドトキシン），シガテラ毒，麻痺性貝毒（ＰＳＰ），下痢性貝毒（Ｄ SＰ），テトラミン，神経性貝

毒（ＮＳＰ）等
その他 クリプトスポリジウム，サイクロスポーラ，アニサキス等

表 2．食中毒事件届出件数（2001 年 -2010 年）
（A: 細菌、B: ウイルス、C: 化学物質、D: 植物性自然毒、E: 動物性自然毒、F: その他、G: 不明）

発生年 A B C D E F G 合計
2001 1469 269 8 49 40 1 88 1924
2002 1377 269 9 81 42 2 70 1850
2003 1110 282 8 66 46 1 72 1585
2004 1152 277 12 99 52 5 69 1666
2005 1065 275 14 58 48 8 77 1545
2006 774 504 15 103 35 7 53 1491
2007 732 348 10 74 39 8 78 1289
2008 778 304 27 91 61 17 91 1369
2009 536 290 13 53 39 17 100 1048
2010 580 403 9 105 34 28 95 1254
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ともに、2001 年から 2010 年までの統計資料を基に、発
生動向と疫学的特徴をデータノートとしてまとめた。

材料と方法

厚生労働省のホームページ「食中毒事件一覧速報」の
2001 年から 2010 年分を基礎資料とした。これら（エク
セルファイル）をダウンロードし、年次推移、月別発生
件数等の図表を作成した。また、一部の図表については、
「平成 20 年度食品の食中毒菌汚染実態調査」＊1 のデータ
を基に作成した。なお、本資料中の「月別発生件数」は
2001 年から 2010 年までの月ごとの累積件数を、「食中毒
の患者数分布」は全国事例の平均値を示した。

データノート

データノートの項目は、1．細菌・ウイルスによる食中
毒－総論的事項、2．ノロウイルスによる食中毒、3．カ
ンピロバクター・ジェジュニ／コリによる食中毒、4．サ
ルモネラ属菌による食中毒、5．ぶどう球菌による食中毒、
6．腸炎ビブリオによる食中毒、7．腸管出血性大腸菌に

＊ 1　  厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課長通知．平成
21 年 3 月 30 日．食安監発第 0330002 号．

　　  (http://www.mhlw.go. jp/topics/syokuchu/kanren/
yobou/060317-1.html)

よる食中毒、8．その他の病原大腸菌による食中毒、9．ウェ
ルシュ菌による食中毒、10．セレウス菌による食中毒、
11．ボツリヌス中毒、12．その他の細菌による食中毒、
13．寄生虫による食中毒とした。
利用のし易さ、簡潔さを重視し、総論的事項及び各病
原体につき、それぞれ 1頁を割り振った。各病原体につ
いては、原則的に左カラムに「ヒトへの感染様式」、「疫
学的特徴」、「症状等」、及び「感染予防」を記述し、右カ
ラムに年次推移、月別発生件数、京都における発生件数
等の関連図表を示した。

付記

今回作成したデータノートでは、専門的な記述は最小
限にとどめ、各病原体の亜種や血清型等の記載は省いた。
また、近年、DNAの塩基配列解析等に基づく分子疫学
が、感染源の特定や細菌・ウイルス性食中毒の発生動向
解析に重要な役割を果たすようになっているなどの状況
があり、今後、これらの点を含めさらに簡潔で分かりや
すい形の情報提供を継続していくことが必要であると考
えている。
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